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S 1. まえがき

気象官署に設置してある地震計の記録は一般にすす書

き記録である このすす書き記録は日常の観測および験

測作業中，次のような欠点が生じていた

1) 毎日のくん煙作業を行なうので黒煙が室内に充満

する

2) 記象記録中，虫等が触れてせっかくの記録が消え

て見えなくなる

の記象を固定するニスかけ作業が必要である

4) 定着後の記象紙が傷みやすい

5) 室が汚ごれ衛生的でない.

これらの欠点を取り除くために一倍強震計の記録方式

をインク書き記録方式に改造し，当所において約4か月

間ペン先の形状，インクの種類および記録紙の紙質につ

いて検討しながら動作試験を行った結果，一倍強震計に

使用できることが判明したので報告する

なお，インク書きァ倍強感計は昭和 40年 6月 3日か

ら気象庁地震課で実用試験中である

s Z. 構造

使用した地震計は 50型一倍強震計を改造した，改造

52型一倍強震計である.第 1図で分るとおり振子部分

は元のままなので説明を省略する

-第 1図 インク書き一倍強震計改造完成図
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第2図 インク書き一倍強震計概略図

改造部分の概略図は第2図に示すとおり描針腕部，ペ

ン浮し装置および刻時用電磁石の 3つの部分からになっ

ている

使用した部品は次のとおりである

1) 記録ペン

記録ペンは市販品を当所で加工した.ペン先の寸法は

第3図に示すとおり外径 0.3mm，内径 0.2mm，長さ

3mmのステンレスパイプで摩耗によっても線の太さが

変らぬようにした.

0.3φ 
第 3図 ベン先の形状
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2) インク}

インクはライトィインクの記録計用速乾性赤色インクで

ある.このインクは流動性および浸透性の適当なことお

よび変色しないこと等の特長がある

+40--.3C。聞は記録用インクとして十分使用でき

る

3) インク壷

インク査の容器は市販品を使用しインクが 4ccはい

る.インクを出すには蓋の孔を指先で押えて軽く 5-6

回上げ下げすればインクはペン先からスムーズに出てく

る。

4) 連結管

連結管は透明ピニノレチューブを使用した.温度が+40

--15CO

。まで変動しでも化学変化しな炉弾性が変らな

'い製品である。

使用寸法は外径 0.9mm，

mmで、ある

の記録用紙

内径 0.5mm，長さ 150

記録用紙は地震計用紙仕様書(昭和 38，7記象庁〉

にもとづき上質紙メートル坪 84.3g/m2(B判 70kg相

当〉を使用した.

~ 3. 結果

連続記録をとった線の太は 0.2-0.25mmで地震が

あっても記録の途中でインクが切れるようなことはなか
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った.

しかし記録中ペン先にゴミがつくと記録が太くなる欠

点がある.始めはインク切れ，またはイシクが多く出す

ぎることを心配していたが，これはインク壷と記録ペン

先の高低差を一旦決めれば.1日に減る量およびインクの

出は変らない.

インクの使用量はインク置に 3cc注入すると約2週

間は使用できるからインクば1週間に 1回補充すればよ

いと思う

記録線は平常 0.2-0.25mmで記録しているが地震

の時および記録ペンが摩耗しでも記録線の太さはほとん

ど変らないようである.記録線の太さが変る場合はベン

、の先のゴミ、とインクのニジミによることが多い.ゴミに

よる記録上の障害を除くための対策は，上から落ちるゴ

ミをよけるこ 2ごと紙自身が持っているゴミを取ることで

ある.これは記録ペンの前にゴミを払うものを付けて紙

を掃除させ， ドラムの上にカバーを設けて上から落ちて

くるゴミを防止するようなことをすれば一様な記録の大

さるがえられと考える

i ) 定数の検定

インク書きー倍強震計の定数検定を行った結果，第一

表に示すニの定数値は強震計として許される定数にはい

'ーっているので十分使用可能である

表

成 分 l 記録方式 lr3lz」l fzz l 制振度

U 

ィシク書き 8.9 I 6.0' ¥ 0..03 1 

十~司二(…;一.04 ...ì........~.~.l 
N-S 

インク書き 8.9 6.0. 1 0.01¥ 

ヂデ;手;"1 二 |ムムム '~"'I""":ふんよ | 
E-W 

インク書き l 47  1 48  1 O 03 1 E ;11 
すす書き I - I 5叩 2 I 'く0.05' I 

U-D 

* すす書き記録方式の常数は標準定数値

第 表
ii) ペン先の摩擦カ

ペン先の摩擦力 fは

/=4π2Mjvv'・rjTO2.(dyne)
摩 擦 力

分 Ie区劃(品工)
となる.この式を用いてインク書きおよびすす書き一倍

強震計の fを計算すれば第二表の如くなる.
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記 録方式(線の太さ (摩 擦 値lL録 よ 保4ι録ム4交J地震」;測」台1器械の…よに山ご叫れ1…
イ一|いO… l卜川OωO…
すす中書引き |卜い什一0.1山 …1ト門~吋0.2ぺl卜O…01………1門…吋引吋Oω5反i;?詰部剖i長刊?引l::5計戸戸;戸舟再i詰zi到lし る l 多 し トカカる

速乾性インクおよび耐寒性インクの温度試験を行った

結果を第四表に示す.表で分るとおり速乾性インクは冬

期，地震計室内が氷点以下に下がる寒冷地では使用が難

しいと考えられる.

iii) イク書きとすす書きの比較

インク書きとすす書きの特長および欠点を比較したも

のを第三表に示す.

iv) インクの温度試験

表

記

四

インクの種類 |測定温度範囲 |記録線の太さ |平均摩擦値 |

l (OC) I (mm) I (mm) I 

速乾性インク |一村oI 0.28 I 0.04 I連問する

直線記録はするが
耐寒性インク -5--10 I 0.3-0.4 I ー |振動するとカスレ

| て島午明でな い

耐寒インク | 一一。I 03 I - I連 問 す る

温度試験用自記インクはライト・インク

記録ペ ンの内径 0.22mm

事

第

D
U
W
E
N
S
 

インク書き(東京〉

D
U
W
E
N
S
 

耐寒性イ ンクは -5--100 C 問で直線記録は良いが

振動させた時にはややカスレて鮮明に記録しなかったの

で他の製品を吟味する必要があど

しかし当所では冬期の実用試験を十分実施していない

ので，速乾性インクおよび耐寒性インクについて実際，

寒冷地で試験する必要もあるだろう

また，紙質との組合せによるインクの選び方もさらに

検討を進める必要があると思う

1 ) 

2 ) 

注

4か月間，動作中インクがつまったことが2回(ベン

ン各 1本づっ〉あった.この対策は見廻の際に発見する

以外にない.

第4図は本庁で実用試験中，昭和 40年 9月 18日01

時 21分ころの茨城県沖の地震でインク書きおよびすす

書き一倍強震計の地震記象である.配置は両成分のうち

上の成分がイ ンク書き地震計で下の成分の方がすす書き

すす書き(東京〉

インク書きおよびすす書き一倍強

震計の地震記象

むすび~ 4. 

第 4図

地震計である

この記象で分るようにインク書きは極く細かい振動が

つぶれる傾向はあっても強震計としては実用上十分使用

に而fえることがわかる.
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すす書きに比べて取扱いが面倒か否かという点は長期

閣，実用試験を行ない多数の人の批判を仰がなければ何

ともいえおいが，いぶじ，ニスかけ作業が不要で、あり，

記録紙からニスかけまでの間， うっかり触って大事な記

象を汚すことがない点は多くの観測者に喜ばれることと

思う.なお(当所lこおいτ この型式で本年度 5台の製

作が完成し，キLt挽，仙台，大阪，福岡管区および地震観

測所へ配分した.

記録ペンは業者に専用の記録ベンの仕様，図面を指定

しであるのでこれからの分は当所で加工を施すことなく

使用でき，予備品の補充の使をは'かづた.

最後に，終始，御指導いたた、いた矢崎設計課長，横田'

設計係長および地震観測所相原主任研究官ならびに当所、

の職員各位に深く感謝の意を表します.
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